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（国内取引）

2.輸出する際の取引形態

輸出者
（日本）

直接貿易:輸出者と輸入者が直接貿易取引をすること

※FCL（Full Container Load）…一荷主がコンテナを1本占有して輸送する形態

※LCL（Less Than Container Load）…混載、コンテナのスペースを他の荷主とシェアする輸送形態

間接貿易:輸出者と輸入者の間に二次卸（商社）を経由させる取引をすること

※間接貿易の場合、輸出者（国分）の取引先は二次卸（商社）になります。

輸入者
（外国）

二次卸
（日本）
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3.輸出する際のプロセス

メーカー

倉庫

(保税地域)

コンテナヤード

国内港

(本船積載)

海外港

得意先

バンニング
コンテナ搬入

納品
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4.輸出する際の留意点

【法規制の例：食品添加物 EUの例】
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4.輸出する際の留意点

①外交上の問題（中国輸入規制10県など）

②法規制（使用禁止原材料、添加物、エイジレス、包材など）

③宗教上の戒律（インドの牛、イスラムのハラルなど）

④気候（ASEAN・インドは常夏→商品が溶ける・劣化する懸念）

⑤食の嗜好・マーケットニーズ

⑥インフラ（道路が舗装されてない、橋がない、倉庫がない等）

⑦国土面積の問題（中国やインドのように広大な国土の場合、地域差が出る）

⑧仕向国での国分の販路（出口となる現地得意先の多寡）

⑨仕向国担当セールスの人数（人手が足りない）

⑩現地パートナー企業の有無（出資比率にも注意）

⑪コンテナの問題（混載の可否、消化できるか?）

⑫賞味期限の問題（1年以上を求められることが多い）

⑬与信審査・口座開設（評点が低くて口座開設できないメーカーがある） などなど

【考慮すべきことの例】
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安心・安全・美味しさが世界で評価されている

5.海外市場における日本産品の強み

日本食の文化の広がりに合わせて、各国でスーパーの日本食の棚やレストランが増加傾向

弊社お得意先様からいただく、要望の中でも、業務用向けは、料理のベースとなるソースや醤
油といった調味料の他、冷凍総菜などが。小売向けでは、日本の文化を感じられる賞味期限
の⾧い和菓子などの菓子類、日本の伝統的な、日本酒の他、チューハイやハイボールといった
、RTD飲料(Ready To Drink)いわゆる「ふたを開けるだけで、そのまま飲めるアルコール飲
料」などの引き合いが増えています。
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インドネシアへの青森県産ホタテ、
宮城県産牡蠣の輸出

香港を中心とした、東北酒類の輸出
ドバイ、クウェート等、
中東への米の輸出

オーストラリアへの加工食品の輸出

6.東北エリアの取り組み事例①
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6.東北エリアの取り組み事例②

宮城県の海外新市場開拓業務の受託

昨年のALPS処理水の放出で、中国、韓国に続き香港へも水産品の輸出
ができなくなり、新たな販路開拓を迫られた、宮城県が新たにメキシコを
ターゲットとした事業を立ち上げ、弊社が受託いたしました。
現在、水産品を中心にメキシコへの輸出のお手伝いをしております。
来年には、メキシコ現地で宮城県産品のフェアや試食会を予定しております。
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ご清聴ありがとうございました
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